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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
９
月
の
総
会
は
、

２
年
続
き
の
書
面
審
議
と
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
終
息
し
な
け

れ
ば
、
通
常
に
近
い
生
活
や
活
動
を
取
り
戻

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
秋
か
ら
の
地
方
シ

ニ
ア
の
総
会
も
一
堂
に
会
し
て
開
催
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
で
す
。

向
こ
う
一
年
間
に
は
こ
の
秋
の
総
選
挙
、

来
年
７
月
に
は
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
選
挙
で
選
択
す
る
政
権
は
、
コ

ロ
ナ
危
機
の
克
服
に
向
け
て
重
要
な
時
期

で
あ
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る

最
悪
の
事
態
を
避
け
る
た
め
の
最
後
の
機

会
と
言
わ
れ
る
20
年
代
初
期
の
時
期
と
重

な
り
ま
す
。
危
機
克
服
に
向
か
っ
て
歩
み
出

す
た
め
に
は
、
国

会
で
の
議
論
を
尽

く
す
民
主
主
義
を

機
能
さ
せ
、
専
門

家
、
科
学
者
、
学

者
の
意
見
を
重
視

し
、
国
民
に
納
得
し
て
も
ら
う
説
明
が
で
き

る
政
権
を
実
現
し
、
安
定
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

自
民
党
政
治
は
保
健
所
の
半
減
な
ど
公
衆

衛
生
の
体
制
を
後
退
さ
せ
、
コ
ロ
ナ
下
で
も

自
公
政
権
は
公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃
合
を

進
め
る
な
ど
医
療
体
制
を
弱
体
化
さ
せ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
延
長
で
コ
ロ
ナ
危
機
に
対
応

し
よ
う
と
し
て
も
専
門
家
等
を
軽
ん
じ
、
説

明
も
で
き
ず
に
後
手
、
後
手
の
対
応
で
、
検

査
の
拡
充
に
も
後
ろ
向
き
で
し
た
。
コ
ロ
ナ

を
終
息
さ
せ
る
に
は
、
医
療
体
制
の
確
立
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
と
合
わ
せ
て
、
検
査

の
拡
充
も
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖

化
に
よ
る
豪
雨
な
ど
の
気
候
危
機
に
対
し
て

も
、
地
震
列
島
日
本
に
耐
え
ら
れ
る
再
生
可

能
エ
ネ
の
拡
大
、
省
エ
ネ
に
向
け
て
専
門
家

等
の
英
知
が
必
要
で
す
。
し
か
も
、
任
命
を

拒
否
し
た
日
本
学
術
会
議
の
会
員
を
任
命
し
、

専
門
家
等
の
意
見
を
重
視
す
る
政
治
姿
勢
を

明
確
に
し
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
危
機

を
克
服
す
る
道
筋
を
つ
け
る
べ
き
で
す
。

参
議
院
選
挙
で
は
，
Ｊ
Ａ
Ｍ
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
は
基
幹
労
連
出
身
で
Ｊ
Ａ
Ｍ
を
も

代
表
す
る
「
村
田
き
ょ
う
こ
」
候
補
予
定

者
を
推
薦
し
て
必
勝
を
期
し
て
い
ま
す
。

政
治
と
深
く
か
か
わ
る
医
療
、
介
護
な
ど

の
社
会
保
障
制
度
の
充
実
の
取
組
み
と
結

合
し
て
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
「
村
田
き
ょ

う
こ
」
候
補
予
定
者
必
勝
の
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
現
役
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

を
「
政
策
実
現
活
動
を
推
進
し
て
い
く
う
え

で
大
切
な
、
最
も
頼
り
に
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
参
議
院
選
挙
の
取

組
み
の
中
で
、
会
員
の
拡
大
に
向
け
た
現
役

と
の
連
携
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

９
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
第
６
回
三
役
会
議
を
開
催
。
定
期
総
会

が
昨
年
に
引
き
続
い
て
書
面
審
議
で
行
い
、
31
地
方
か
ら
の
総
会
議
決
書
に
よ
り

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
事
を
確
認
し
た
。
会
議
で
は
、
総
会
議
案
の
議
決
結

果
の
確
認
と
国
政
選
挙
の
取
組
み
方
針
を
中
心
に
協
議
を
行
な
っ
た
。
会
議
は
リ

モ
ー
ト
参
加
の
木
村
、
那
珂
両
副
会
長
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
三
役
全
員
と
Ｊ
Ａ
Ｍ
代

表
の
川
野
副
書
記
長
、
シ
ニ
ア
担
当
の
栄
組
織
グ
ル
ー
プ
長
が
出
席
し
た
。

会長挨拶 冒
頭
、
大
山
会
長
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
、

会
員
拡
大
、
明
る
い
見
通

し
が
出
て
き
た
カ
ジ
ノ
に

対
す
る
反
対
運
動
、
地
球

温
暖
化
問
題
、
我
々
の
生

活
に
関
わ
る
社
会
保
障
、

平
和
へ
の
課
題
へ
対
応
す

る
中
で
当
面
の
総
選
挙
、

参
議
院
選
挙
の
取
組
み
に

対
す
る
議
論
を
し
て
い
き

た
い
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
を
代
表

し
て
川
野
副
書
記
長
か
ら

は
、
８
月
26
日
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
開
催
し
た
定
期
大
会
の

報
告
を
含
め
た
連
帯
の
挨

拶
を
頂
い
た
。

報
告
事
項
で
は
、
参
議

院
比
例
代
表
「
村
田
き
ょ

う
こ
」
候
補
予
定
者
の
地

方
シ
ニ
ア
に
お
け
る
推
薦

決
定
の
状
況
や
退
職
者
連

合
の
活
動
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
た
。

協
議
事
項
と
し
て
、
定

期
総
会
議
案
に
対
す
る
書

面
で
の
議
決
結
果
が
報
告

さ
れ
、
２
０
２
２
年
度
活

動
方
針
、
予
算
、
新
年
度

役
員
な
ど
全
議
案
が
全
代

通
常
の
生
活
を
取
り
戻
そ
う

シ
ニ
ア
会
長

大
山

勝
也

政
権
交
代
を
実
現
し
安
定
へ

全
31
地
方
全
て
の
議
案
承
認

議
員
の
賛
成
で
承
認
さ
れ

た
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
国
政
選
挙
の
取

組
み
に
つ
い
て
は
、
と
く

に
来
年
施
行
予
定
の
第
26

参
議
院
議
員
比
例
代
表
選

挙
を
最
重
要
課
題
と
位
置

付
け
、
「
村
田
き
ょ
う
こ
」

候
補
予
定
者
の
議
席
獲
得

に
向
け
①
地
方
シ
ニ
ア
に

お
け
る
推
薦
決
定
②
村
田

き
ょ
う
こ
の
会
員
へ
の
周

知
活
動
③
「
村
田
き
ょ
う

こ
応
援
カ
ー
ド
」
の
取
組

み
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

確
認
。
応
援
カ
ー
ド
の
具

体
的
な
取
組
み
は
、
12
月

の
第
１
回
幹
事
会
に
提
案

す
る
こ
と
と
し
た
。

総
会
議
案
で
承
認
さ
れ

た
役
員
に
は
、
会
長
・
大

山
勝
也
、
副
会
長
・
木
村

正
次
、
那
珂
通
敏
、
早
川

行
雄(

新
任)

、
事
務
局
長
・

大
野
弘
二
、
事
務
局
次
長
・

平
木
和
裕
、
田
中
久
弥

(

新
任)

、
会
長
指
名
の
女

性
幹
事
・
増
子
正
子
、
河

野
香(

新
任)

が
就
任
し
、

事
務
局
次
長
５
年
、
副
会

長
を
４
年
務
め
た
豊
泉
則

幸
氏
が
今
期
を
も
っ
て
退

任
、
会
議
終
了
後
、
大
山

会
長
か
ら
感
謝
表
彰
が
行

わ
れ
、
長
き
に
わ
た
る
功

績
を
称
え
労
苦
を
労
っ
た
。

シニアクラブ

三役会議開催

政
権
交
代
を
目
指
す
衆
院
選
挙
・

参
院
選
「
村
田
き
ょ
う
こ
」
の
取
組
み
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石
川
シ
ニ
ア
事
務
局
長

小
村
邦
夫

定
期
総
会
開
催

Ｊ
Ａ
Ｍ
石
川
シ
ニ
ア
は

第
21
回
定
期
総
会
を
８
月

27
日
（
金
）
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
北

陸
事
務
所
会
議
室
で
幹
事

12
名
に
よ
っ
て
開
催
し
た
。

今
次
定
期
総
会
も
昨
年
同

様
の
総
会
開
催
と
な
り
、

事
前
に
幹
事
会
に
て
議
案

審
議
を
行
い
、
後
に
各
Ｏ

Ｂ
会
に
持
ち
帰
り
書
面
決

議
を
頂
き
、
総
会
で
確
認

す
る
形
式
で
満
場
一
致
で

決
議
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
活
動

経
過
報
告
で
は
上
部
団
体

会
議
、
幹
事
会
会
議
と
コ

ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
に
、

県
退
職
者
連
合
年
２
回
の

竹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
み
の
活
動
と
な
っ
た
。

ま
た
、
当
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
会
員
親
睦
行
事
の
７
社

Ｏ
Ｂ
会
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
、
各
Ｏ
Ｂ
会
親

睦
バ
ス
旅
行
が
全
て
中
止

と
な
っ
た
。
当
然
な
が
ら

定
期
総
会
は
す
べ
て
書
面

決
議
で
行
わ
れ
た
。

２
０
２
２
度
活
動
方
針

は
ほ
ぼ
昨
年
度
と
変
わ
ら

ず
本
年
度
は
衆
議
院
選
挙
、

各
自
治
体
選
挙
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
か
ら
各
Ｏ
Ｂ
会

の
取
組
み
確
認
を
行
っ
た
。

最
後
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

最
大
の
懸
案
で
あ
る
、
会

員
数
１
万
人
の
取
組
み
に

つ
い
て
議
論
す
る
中
で
、

各
Ｏ
Ｂ
会
で
の
会
員
増
の

努
力
は
当
然
の
こ
と
で
は

あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
北
陸
加

盟
企
業
の
Ｏ
Ｂ
会
組
織
が

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

来
年
に
開
催
予
定
の
Ｊ
Ａ

Ｍ
北
陸
役
員
と
の
懇
親
会

で
、
企
業
役
員
と
の
懇
親

会
開
催
を
要
望
し
て
、
ま

ず
Ｏ
Ｂ
会
結
成
の
働
き
か

け
を
提
案
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

退
職
者
連
合
は
、
去
る

７
月
15
日
の
第
25
回
定

期
総
会
で
２
０
２
１
年

度
政
策
制
度
要
求
を
決

定
し
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
、
７
月
下
旬
か
ら

８
月
中
旬
に
か
け
て
省

庁
要
請
行
動
を
行
っ
た
。

要
求
は
年
金
、
医
療
・

介
護
、
住
宅
、
交
通
関

連
、
男
女
平
等
、
税
制
、

食
の
安
全
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
た
め
、

退
職
者
連
合

省
庁
・
政
党
へ
政
策
制
度

村田きょうこ

Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、
基
幹
労
連

の
組
織
内
候
補
で
あ
る

「
村
田
き
ょ
う
こ
」
候
補

予
定
者
を
「
Ｊ
Ａ
Ｍ
代
表
」

と
位
置
付
け
、
組
織
内
候

補
と
同
様
、
全
力
で
支
援

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

国
政
の
場
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
中

小
も
の
づ
く
り
の
政
策
を

反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
と
、

基
幹
労
連
と
の
共
闘
に
よ

り
２
０
２
５
年
の
参
議
院

選
挙
で
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
組
織
内

国
会
議
員
の
議
席
回
復
に

向
け
た
足
掛
か
り
を
つ
く

る
た
め
で
す
。
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
と
し
て
も
、
Ｊ
Ａ
Ｍ

運
動
の
一
翼
を
担
う
立
場

か
ら
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
取
組
み
に

積
極
的
に
参
画
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
高
齢
者
の
自
殺
の

比
率
が
高
ま
り
、
孤
独
死

が
激
増
す
る
な
ど
、
シ
ニ

ア
世
代
を
取
り
巻
く
環
境

は
悪
化
し
て
い
ま
す
。
高

齢
者
・
退
職
者
の
暮
ら
し

を
守
り
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
に
不
可
欠

な
社
会
保
障
制
度
を
持
続
・

改
革
し
て
い
く
た
め
に
、

我
々
の
声
を
理
解
し
代
弁

し
て
く
れ
る
国
会
議
員
が

絶
対
に
必
要
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
観
点
で

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は

２
０
２
２
年
参
議
院
選
挙

を
最
重
要
課
題
と
位
置
付

け
Ｊ
Ａ
Ｍ
と
連
携
し
な
が

ら
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
38

歳
女
性
、
鹿
児
島
出
身
、

東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、

柳
田
稔
参
議
院
議
員
公
設

秘
書
と
し
て
活
動
。

ここからつくる、みんなの未来

参議院議員

従
来
の
厚
生
労
働
省
、
国

土
交
通
省
、
内
閣
府
、
昨

年
初
め
て
要
請
し
た
財
務

省
に
今
年
は
農
林
水
産
省

を
加
え
た
五
つ
の
省
庁
と

交
渉
し
た
。

厚
生
労
働
省
で
は
山
田

雅
彦
総
括
審
議
官
に
要
請

書
を
手
交
し
、
意
見
交
換

し
た
。
総
括
審
議
官
は

「
当
面
は
ど
う
し
て
も
コ

ロ
ナ
対
応
が
中
心
に
な
る

が
、
水
面
下
で
は
他
の
課

題
の
検
討
も
進
め
て
い
る
」

と
述
べ
た
。
そ
の
後
各
担

当
者
が
館
内
ウ
ェ
ブ
を
通

し
て
回
答
し
た
。
大
き
な

前
進
は
な
い
も
の
の
、
介

護
保
険
制
度
で
は
要
介
護

ＪＡＭ代表

石 川

Ｏ
Ｂ
会
結
成
の
働
き
か
け
を
提
案

要
求
の
要
請
行
動
を
実
施

候補予定者

１
・
２
の
人
を
地
域
支
援

事
業
に
移
行
す
る
こ
と
は

検
討
し
て
い
な
い
こ
と
な

ど
が
確
認
さ
れ
た
。

国
土
交
通
省
は
住
宅
関

連
と
交
通
関
連
の
２
回
に

分
け
た
要
請
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
担
当
者
か
ら
回
答

が
あ
っ
た
。
住
宅
関
連
で

は
「
公
営
住
宅
の
建
て
替

え
、
新
築
も
必
要
。
要
配

慮
者
に
入
居
し
て
い
た
だ

け
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い

き
た
い
」
な
ど
の
回
答
が

あ
っ
た
。
交
通
関
連
で
は
、

公
共
交
通
従
事
者
の
感
染

リ
ス
ク
対
策
や
高
齢
者
の

買
い
物
事
情
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
策
い
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
。

内
閣
府
で
は
男
女
共
同

参
画
局
に
対
し
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
と
低
所
得
高
齢

単
身
女
性
へ
の
支
援
を
要

請
し
た
。
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
「
中
央
防
災
会

議
の
女
性
メ
ン
バ
ー
を
３

割
に
増
や
す
な
ど
、
意
思

決
定
の
場
に
女
性
の
参
画

を
努
力
し
て
い
る
」
、
第

３
号
被
保
険
者
制
度
な
ど

に
つ
い
て
は
「
共
稼
ぎ
が

増
え
て
、
実
態
に
合
わ
せ

た
制
度
で
な
い
と
認
識
し

て
い
る
」
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。財

務
省
に
は
不
公
平
税

制
の
是
正
な
ど
を
要
請
し

た
。
担
当
者
か
ら
は
所
得

税
に
関
し
て
、
「
所
得
再

分
配
機
能
の
回
復
の
観
点

か
ら
累
進
課
税
や
人
的
控

除
の
あ
り
方
に
つ
い
て
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
」
、

消
費
税
の
逆
進
性
対
策
に

つ
い
て
は
「
軽
減
税
率
は

痛
税
感
を
緩
和
す
る
と
い

う
利
点
も
あ
る
。
給
付
付

き
税
額
控
除
は
検
討
課
題

と
し
て
い
る
」
な
ど
の
回

答
が
あ
っ
た
。

農
林
水
産
省
で
は
食
の

安
全
な
ど
に
つ
い
て
要
請

し
た
。
担
当
者
は
「
食
の

安
全
基
準
は
厚
労
省
の
所

管
だ
が
、
食
料
自
給
率
の

向
上
、
食
料
安
全
保
障
の

確
立
を
図
っ
て
い
く
」
、

種
苗
法
に
つ
い
て
は
「
農

家
の
自
家
増
殖
に
不
要
の

制
限
を
加
え
る
も
の
で
は

な
い
」
な
ど
の
回
答
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
省
庁
要
請

に
対
す
る
各
省
の
回
答
詳

細
は
近
日
中
に
退
職
者
連

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ

プ
さ
れ
ま
す
。

な
お
退
職
者
連
合
は
省

庁
要
請
と
併
せ
て
、
立
憲

民
主
党
、
国
民
民
主
党
、

社
会
民
主
党
の
各
党
に
も

政
策
実
現
へ
の
協
力
を
要

請
し
た
。


